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介
護
老
人
保
健
施
設
「
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
さ
め
う
ら
」

で
は
、
秋
の
遠
足
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

六
階
療
養
棟
で
は
、
一
〇
月
二
九
日
と
一
一
月
五
日

の
二
日
間
に
分
か
れ
、
ご
家
族
と
と
も
に
イ
オ
ン
モ
ー

ル
（
高
知
市
）
へ
出
か
け
ま
し
た
。
朝
か
ら
洋
服
を
着

替
え
髪
を
整
え
い
ざ
出
発
、
バ
ス
酔
い
を
す
る
利
用
者

も
な
く
到
着
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
自
分
の
食
べ
た
い
物
を
決
め
て
い
た
方
も

お
り
、
刺
身
定
食
、
う
ど
ん
定
食
、
て
ん
ぷ
ら
う
ど
ん

定
食
、
と
ん
か
つ
定
食
等
見
事
に
胃
袋
に
入
っ
て
い
き

ま
た
。
食
後
は
時
間
を
惜
し
ん
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
励

み
「
こ
れ
私
に
似
合
う
ろ
う
か
」
、
と
買
い
物
を
楽
し

む
姿
は
老
い
も
若
き
も
関
係
な
く
、
生
き
生
き

と
し
て
い
ま
し
た
。

帰
り
の
時
間
が
近
づ
く
と
「
も
っ
と
お
り
た

い
ね
」
「
ま
た
来
た
い
」
の
声
も
聞
こ
え
、
最

初
は
遠
方
で
あ
る
こ
と
や
人
混
み
の
中
で
あ
る

こ
と
の
不
安
、
ま
た
、
初
の
試
み
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
様
の
笑
顔
を

見
て
次
回
も
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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介
護
に
関
す
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
知
り

た
い
時
、
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
の
意
味

が
よ
く
分
か
ら
ず
、
困
る
場
合
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、

介
護
に
関
す
る
用
語
の
中
か
ら
代
表
的

な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
と
は

要
介
護
認
定
、
要
支
援
認
定
を
受
け

た
高
齢
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
市
町
村
、
介
護
施
設
な
ど
と
の
調
整

を
行
う
の
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
す
。

介
護
支
援
専
門
員
と
も
い
い
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
要
支
援
者
、
要

介
護
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る

の
に
必
要
な
援
助
に
関
す
る
専
門
知
識
、

技
術
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

業
務
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
の
連
携
、
給
付
管
理
票

の
作
成
な
ど
で
す
。
給
付
管
理
票
は
、

提
供
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
実
績
を
集
計

す
る
も
の
で
す
。

医
療
法
人
十
全
会

指
定
居
宅
事
業
所

「
嶺
北
総
合
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
三
名
が
介
護
に
つ
い

て
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

電
話
（
〇
八
八
七
）
八
二-

〇
四
二
二

( 4 )

①ゆずは縦4つ割りにしてむき、内側の白い部
分をこそげて約40分ゆで、冷水で一晩さら
して苦みを抜きます。

②鍋に水と①を入れ、グラニュー糖を２～３
回に分けて加えながら、紙ぶたをして中火よ
り弱い火で煮含めます。

③煮汁が7割くらい煮詰まったら、ラム酒とレ
モン汁を加え、さらに煮汁がほとんどなくな
るまで煮、汁けをきってさまします。

④すっかりさめたら、１つずつグラニュー糖
をまぶして保存します。

材料4人分

ゆずの皮 ５00g
ｸ゙ ﾗﾆｭー 糖 ３５0g
水 ４カップ
レモン汁 大３
ラム酒 大３
ｸ゙ ﾗﾆｭー 糖 1/3カップ

左が普通のゆず、右がししゆずです。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

黒田 吉秀
く ろ だ 　よしひで

11月19日より外来で眼科検査

助手として勤務させていただ

いています。伊予の宇和島市

出身で53歳です。20年主にコ

ンタクトレンズの検査に携わっ

てまいりましたが、ブランク

もあり初めての検査等もあり、一からお教

えいただいております。一日も早く、皆様

に信頼され貢献できるよう頑張りますので

ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

眼科診療補助

想
い
出
の
ア
ル
バ
ム

～
あ
の
日
あ
の
時
～

小
松
末
廣
様

通
所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
者

大
正
五
年
一
二
月
一
〇
日
生

九
六
歳

第
七
回

戦
争
に
行
っ
た
の
は
二
八
～
二
九
歳
の

時
で
し
た
。
最
初
は
善
通
寺
の
部
隊
。
そ

し
て
滋
賀
。
そ
れ
か
ら
満
州
、
中
国
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
そ
の
頃

は
ジ
ャ
ワ
島
）
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
海
で

は
、
隠
れ
て
い
た
敵
の
潜
水
艦
に
攻
撃
を

受
け
、
乗
っ
て
い
た
船
が
沈
み
始
め
ま
し

た
。
そ
の
と
き
は
本
当
に
死
ぬ
思
い
が
し

ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
終

戦
を
迎
え
、
帰
る
船
に
乗
れ
た
の
が
一
年

後
で
し
た
。
や
っ
と
日
本
に
戻
れ
ま
し
た
。

祖
母
の
紹
介
で
お
見
合
い
を
し
た
の
が

三
四
～
三
五
歳
。
妻
は
現
在
四
階
で
療
養

生
活
中
で
す
。
毎
日
顔
を
見
に
行
く
の
が

日
課
で
す
。
寝
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
話
し
て
く
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
聞
き
手
・
高
橋
千
佳
）

一
二
月
一
〇
日
よ
り
開
催
予
定
の
「さ
め
う
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は
、
次
号
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。




